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paatdasar aapaum daumdand qatb sar nadaqttb pattaid kaum
大半の出入り地は成長希望があった。
家は悪く、防御したボスは統治の無い国を離して纏め手入れし領地とした。

saataid paand k ar aatdar nadasand faaiumsb bpaaaum
大半の援助けは離れたが後に土地に農地を加え争いが無かった。
フアアイウム国は交易希望だつた。

bair bqar daqb aaazi aadasb bqdaumsazi aatdaumazi
人の場所の古い土地は支配が幾らか可能だった。
幾らか成長した古い家は集まることが可能で家を増やすことが可能だった。

sar aadar aatqb aadaum daqand aadasb aadaumsb
ボスは幾らかの農地に地域を加え幾らかの家が成り立った。
成長し所有家は国になった。

dasand bfand nadasaizi nadaqaraab k azi
競争は新しく、出入りが無く僅かにできた。未自立地は全て後に可能となった。

fdaum aatdaum badafab nadasand qttdasb
良い家は家を増やし、悪く辛い人は争わず少し成長した。
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sand batdasb nadafaaadaum k and nadafaab
国土は豊かに成長し、大きくない所有家は、後ではあるが永くはなかった。

sanddasaizi nadaqand bftaum daqaum daz
国土の出入りは僅かにできたが成り立たなくなった。
新しくない希望は自立希望で、仕事だった。

bsand nadaqatb nadasaum bfazi daqaum sb
決まった事だが小さく無い防衛のため出入の希望が無かったが、
新しい可能性で自立希望の国になった。

qdaum tqand aaqab nadaqaum saum nadafab
小さい家は雨漏りで人が離れた。自立希望の無い指導者は広くない人だった。

daand nadaqab nadqazi
小さいが費用が要らず無自立が可能だった。

fdaum aadaum fadaum k
良い家が所有家で、遠い家だったが後に、

baadaum daqaum bqatb
まとまった家は自立希望で人が守った。

far patb fazi aumsazi
遠い土地が壁に当たり混乱したが希望はまとめられた。

dar ataaab bfaum sdaum aadasdaumsb
土地は食べるだけで、新しい希望で集まった家はアアダスアウム国となった。

sand aadaum daumsand
国土は幾らかの家で、家が国土だった。


